
 
 

 
 

 

日 本 産 業 動 物 獣 医 学 会（中 部 地 区） 

日 本 小 動 物 獣 医 学 会（中 部 地 区） 

日 本 獣 医 公 衆 衛 生 学 会（中 部 地 区） 
 

と き：平成 28年 8月 28日（日） 午前 8時開場 

ところ：名古屋国際会議場  
    名古屋市熱田区熱田西町 1番 1号 

 
●学会長及び会場区分 

 日本産業動物獣医学会 日本小動物獣医学会 日本獣医公衆衛生学会

地 区 学 会 長 北川  均 鬼頭 克也 柳井 德磨 

会 場 4 号館 3 階 会議室 432 4 号館 1 階 白鳥ホール北 4号館 3 階 会議室 431

 
●学会次第 

次  第 日本産業動物獣医学会 日本小動物獣医学会 日本獣医公衆衛生学会

開 会 
8：30 

（幹事会特別賞授与） 8：30 8：30 

地区学会長挨拶 

8：30 8：30 8：30 
日本獣医師会学会 
学会長・副学会長挨拶

学会運営上の注意 

学 会 口 演 8：45～14：27 8：45～15：25 8：45～14：16 

閉 会 15：00 16：00 15：00 

 

 

平成28年度 獣医学術中部地区学会



 
 

平成 28 年度 日本産業動物獣医学会（中部地区）口演プログラム 
№ 演 題 名 演  者 所属会名 座  長 

開  始
予定時刻

1 簡易化ウシ過剰排卵処理法および採卵後の定時人工授精
を用いた採卵プログラムによる空胎期間短縮の取り組み 武田

タケダ

  賢治
ケンジ

 岐阜県 蓮 沼  俊 哉 8：45 

2 野外分娩が母牛の繁殖成績および産子の発育に及ぼす影
響 小濱

コハマ

  友希
ユ キ

 岐阜県 蓮 沼  俊 哉 8：56 

3 Rhizopus oryzae 水抽出物の牛体内受精卵生産に対する効
果 林

ハヤシ

  みち子
ミ チ コ

 石川県 蓮 沼  俊 哉 9：07 

4 乳肉複合経営農場で発生したサルモネラ症 丸山
マルヤマ

  美香
ミ カ

 岐阜県 高 井   光 9：18 

5 木酢酸を含んだ治療液による牛乳頭腫の治療効果の検証 瀬戸
セ ト

  隆弘
タカヒロ

 静岡県 高 井   光 9：29 

6 家畜伝染病防疫演習による危機管理体制の強化 鈴木
スズキ

  健太
ケンタ

 長野県 高 井   光 9：40 

7 超音波画像解析による肥育牛ロース芯脂肪交雑の客観的
推定法 佐藤

サトウ

  隆
タカシ

 長野県 坂 口  慎 一 9：51 

8 肉牛農家における採卵結果に影響する要因の検討 中村
ナカムラ

 吉史宏
ヨシヒロ

 富山県 坂 口  慎 一 10：02 

9 フレキシブルコンテナバックによりブドウ搾り粕を混合
して調製した発酵TMRの発酵品質と肥育牛への給与 藤森

フジモリ

  祐紀
ユウキ

 長野県 坂 口  慎 一 10：13 

《 休 憩 》 

10 腸管外病原性大腸菌OSD10 による豚の肺胸膜炎 井出
イ デ

  久浩
ヒサヒロ

 石川県 濱 崎  尚 樹 10：40 

11 
夏季の暑熱やワクチン接種ストレス等が豚の精液性状に
及ぼす影響 伊野波

イ ノ ハ

 周子
シュウコ

 岐阜県 濱 崎  尚 樹 10：51 

12 
愛知県で検出された豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルスの遺
伝子解析状況 奥村

オクムラ

  貴樹
タカキ

 愛知県 土 井   収 11：02 

13 
血清及び口腔液を用いた新潟県内における豚繁殖・呼吸障
害症候群ウイルスORF5 領域の遺伝子解析 村山

ムラヤマ

 和範
カズノリ

 新潟県 土 井   収 11：13 

14 
愛知県内初の SpaA-609G 型菌による豚丹毒発生事例及び
回顧調査 鈴木

スズキ

  俊成
トシナリ

 愛知県 葛 城  粛 仁 11：24 

15 
豚増殖性腸炎発生農場および浸潤農場に対する飼養管理
改善の取り組み 永田

ナガタ

  利恵
リ エ

 静岡県 葛 城  粛 仁 11：35 

16 同一農場で発生した豚皮膚炎腎症症候群の 2症例 金森
カナモリ

  健太
ケンタ

 静岡県 葛 城  粛 仁 11：46 

《 昼 食 》 

17 
マイクロミニピッグにおける感染実験を見据えた飼育面
積の影響について 寒川

カンガワ

 彰久
アキヒサ

 静岡県 北 川   均 13：00 

18 
細霧送風システムのタイストール乳牛舎における暑熱対
策の効果 岸本

キシモト

  剛
タケシ

 長野県 北 川   均 13：11 

19 アメリカ腐蛆病菌分離株の分子疫学的解析 大津
オオツ

  桂子
ケイコ

 岐阜県 川 嶋  和 晴 13：22 

20 ふれあい公園で発生した鹿の抗酸菌症について 長門
ナガト

  正志
マサシ

 石川県 川 嶋  和 晴 13：33 

21 一農場で散発した子山羊の神経症状の一考察 本多
ホンダ

  秀次
ヒデツグ

 富山県 中 沢   宏 明 13：44 

22 
山羊に発生したConidiobolus属を疑う真菌による播種性真
菌症 山崎

ヤマザキ

  俊雄
トシオ

 福井県 中 沢   宏 明 13：55 

23 ブロイラーに発生した鶏マイコプラズマ病 後藤
ゴトウ

  新平
シンペイ

 岐阜県 兼 子  松 義 14：06 

24 
高病原性鳥インフルエンザの特定症状の届出に基づく立
入検査の状況と肉用鶏ひなの平均死亡率 鈴木

スズキ

  拓人
タクト

 静岡県 兼 子  松 義 14：17 

 



 
 

平成 28 年度 日本小動物獣医学会（中部地区）口演プログラム 
№ 演 題 名 演  者 所属会名 座  長 

開  始
予定時刻

1 
後大静脈に腫瘍栓を認めた副腎皮質腺癌に対し血行遮断
下で腫瘍摘出した犬の 2例 古川

フルカワ

 敬之
タカユキ

 名古屋市 原   広 幸 8：45 

2 
頭蓋骨腫瘍（多小葉性骨腫瘍）が脳を圧迫し症状を呈した
犬に摘出手術を行い良好な経過を呈した 1例 日暮

ヒグラシ

  優也
ユウヤ

 名古屋市開業 原   広 幸 8：56 

3 
脳腫瘍（髄膜腫）摘出後、4年後に脳腫瘍（髄膜腫）が発
生し、再度摘出手術を行い良好な経過を呈した犬の 1例 河辺

コウベ

  和久
カズヒサ

 名古屋市開業 原   広 幸 9：07 

4 動注リザーバー療法を実施した鼻腔扁平上皮癌の犬 2例 川村
カワムラ

  悠太
ユウタ

 新潟県開業 吉 田  俊 一 9：18 

5 
腸溶性ラクトフェリンの高用量投与が奏功した高分化型
肝細胞癌の犬の 1例 才田

サイダ

  祐人
ユウト

 石川県開業 吉 田  俊 一 9：29 

6 肺好酸球性肉芽腫症の猫 1例 高木
タカギ

 良 平
リョウヘイ

 福井県開業 山田   英 一 9：40 

7 
猫の胸水および腹水における LDHアイソザイムの診断的
有用性について 内藤

ナイトウ

  瑛治
エイジ

 名古屋市開業 山田   英 一 9：51 

《 休 憩 》 

8 
小動物外科臨床におけるピエゾエレクトリックサージェ
リーの応用 住吉

スミヨシ

   浩
ヒロシ

 新潟県開業 柴 田  真 治 10：15 

9 幼若犬の重度膝蓋骨内方脱臼の病態に関する臨床的考察 森島
モリシマ

  隆司
タカシ

 名古屋市開業 柴 田  真 治 10：26 

10 
小型犬の橈尺骨骨折におけるロッキングプレートのサイ
ズ選択に関する検討 牛込

ウシゴメ

  直人
ナオト

 ― 柴 田  真 治 10：37 

11 
消化器症状を伴った非ノミ非食物誘発性アレルギー性皮
膚炎の猫の 1例 岡田

オカダ

  新
アラタ

 石川県開業 飯 田  一 英 10：48 

12 
犬の先天性門脈体循環血管異常における治療前後の総分
岐鎖アミノ酸チロシンモル比 渡辺

ワタナベ

 貴之
タカユキ

 新潟県開業 飯 田  一 英 10：59 

13 犬のアセタケ属キノコ中毒の 1例 松谷
マツタニ

  正巳
マサミ

 新潟県開業 飯 田  一 英 11：10 

《 昼 食 》 

14 
生きたクリシギゾウムシの幼虫が排泄された犬の偽寄生
虫事例 佐藤

サトウ

  良彦
ヨシヒコ

 長野県開業 鬼 頭  克 也 13：00 

15 後縦隔部肺膿瘍の猫の 1例 小川
オガワ

  高
タカシ

 静岡県開業 鬼 頭  克 也 13：11 

16 
水和性髄核脱出の自然退縮により四肢不全麻痺が改善し
た犬の 2例 藤井

フジイ

  豊
ユタカ

 名古屋市 渡 邊  直 之 13：22 

17 犬の進行性脊髄軟化症の診断の検討 坂大
バンダイ

 智洋
トモヒロ

 新潟県開業 渡 邊  直 之 13：33 

18 悪性高熱症が疑われた 2例 加藤
カトウ

泰一郎
ヤスイチロウ

 名古屋市開業 泉   憲 明 13：44 

19 小動物の動脈管閉鎖術における手術法の比較検討 星
ホシ

 克一郎
カツイチロウ

 新潟県開業 泉   憲 明 13：55 

《 休 憩 》 

20 岐阜大学における過去 13 年間の犬の歯原性嚢胞 清水
シミズ

  万夢
マ ム

 岐阜大 墨 崎 雄 一 郎 14：20 

21 
犬のクッシング症候群に起因した糖尿病性白内障に超音
波乳化吸引術を実施した 1例 小山

コヤマ

   亮
リョウ

 ― 墨 崎 雄 一 郎 14：31 

22 間葉系幹細胞療法による犬の難治性乾性角結膜炎の改善 横山
ヨコヤマ

  篤司
アツシ

 長野県開業 墨 崎 雄 一 郎 14：42 

23 
標準療法と間葉系幹細胞療法の併用で良好な治療効果が
得られた重度角膜潰瘍の犬の 1例 宮地

ミヤチ

 すばる
ス バ ル

 ― 湯 木  正 史 14：53 

24 悪性緑内障の犬の 1例 小野
オ ノ

  啓
ケイ

 静岡県開業 湯 木  正 史 15：04 

25 
角膜切開を用いずに治療を試みた特発性慢性角膜上皮欠
損の犬の 15 頭（18 眼） 中原

ナカハラ

  和人
カズト

 愛知県開業 湯 木  正 史 15：15 



 
 

 

平成 28 年度 日本獣医公衆衛生学会（中部地区）口演プログラム 
№ 演 題 名 演  者 所属会名 座  長 

開  始
予定時刻

1 
Food Pathogen Enrichment 培地を用いたと畜場でのVT
遺伝子迅速検査法の検討 亀山

カメヤマ

 芳彦
ヨシヒコ

 岐阜県 平 田  清 久 8：45 

2 湯剥ぎのと畜場における豚の処理工程別細菌汚染状況 弦巻
ツルマキ

 恭太
キョウタ

 新潟県 平 田  清 久 8：56 

3 
豚の疣状心内膜炎および扁桃由来 Streptococcus suis の遺
伝子型別および病原性関連遺伝子解析 市川

イチカワ

  隆
タカシ

 愛知県 福 田   勝 9：07 

4 シカ肉の生食による肺吸虫感染の可能性 松尾
マツオ

 加代子
カ ヨ コ

 岐阜県 福 田   勝 9：18 

5 
高速液体クロマトグラフィーによる牛肉中の異臭物質の
分析法について 熊坂

クマサカ

純 一
ジュンイチ

 岐阜県 田 村   務 9：29 

《 休 憩 》 

6 
福井県の日本紅斑熱発生地における媒介マダニ種の考察 
－患者発生時季の調査結果から－ 石畒

イシグロ

  史
フビト

 福井県 田 村   務 9：50 

7 
福井県のマダニにおける重症熱性血小板減少症候群
（SFTS）ウイルス遺伝子の検索 外川

トガワ

  佳奈
カ ナ

 福井県 小 林  香 夫 10：01 

8 
富山県におけるイノシシのSFTSウイルスおよびE型肝炎
ウイルスの保有状況 稲畑

イナハタ

  良
リョウ

 富山県 小 林  香 夫 10：12 

9 
Mycobacterium marinumの日本産カエルにおける感染病
態およびサル類における感染実験 田中

タナカ

  海里
ミサト

 岐阜県 佐 原  啓 二 10：23 

《 休 憩 》 

特別講演（10：45～11：45） 
結核、非結核抗酸菌症の分子疫学－ヒト症例の国内事情と動物症例の解析例  

長崎大学 熱帯医学研究所 和田 崇之 先生  

《 昼 食 》 

10 
湯煮処理されたツキヨタケの簡易な理化学的推定鑑別法
の検討 原

ハラ

  智之
トモユキ

 新潟県 佐 原  啓 二 13：00 

11 モノクロラミンの消毒条件に関する検討 鈴木
スズキ

  秀紀
ヒデキ

 静岡県 垣 添  寛 和 13：11 

12 
産卵鶏農場におけるAAアミロイド症およびその退役群に
おける比較病理学的研究 柳井

ヤナイ

  德磨
トクマ

 岐阜県 垣 添  寛 和 13：22 

13 
動物センターを活用したイヌおよびネコの糞便における
人獣共通感染症病原体の保有実態調査（第 1報） 猪又

イノマタ

 明日香
ア ス カ

 新潟県 中 沢  春 幸 13：33 

14 
名古屋市の飼育猫 128頭における糞便中のクリプトスポリ
ジウム保有状況 小島

コジマ

 健太郎
ケンタロウ

 名古屋市 中 沢  春 幸 13：44 

15 石川県能登地方の中核病院における犬咬傷 54 例の様相 及川
オイカワ

陽三郎
ヨウサブロウ

 石川県 大 村  勝 彦 13：55 

16 愛知県日進市におけるロードキル発生特性の分析 角井
カクイ

  茂
シゲル

 愛知県 大 村  勝 彦 14：06 

 
 

 


